
先端国際共同研究推進事業／プログラム
令和4年度第2次補正予算額（案）501億円

（JST︓440億円 AMED︓61億円）

背景・課題

 ⾼い科学技術⽔準を有する欧⽶等先進国を対象として、政府主導で設定する先端分
野における研究開発成果創出を⽬的とする⼤型国際共同研究に⼗分な予算を担保。

 両国のファンディングエージェンシーが協働しつつ、課題単価や⽀援時期等を柔軟に設定
することで、より戦略的・機動的に国際共同研究を⽀援できるよう基⾦を造成。

 上記の国際共同研究を通じ、国際科学トップサークルへの⽇本⼈研究者の参⼊を促
進するとともに、両国の優秀な若⼿研究者の交流・コネクションの強化も図ることで国際
頭脳循環を推進し、⻑期的な連携ネットワークの構築に貢献。

⽀援内容

⽀援分野 内閣府主導の下で設定した先端分野

⽀援規模 最⼤100百万円／年・課題程度

⽀援期間 原則５年

⽀援対象 原則、各国の有⼒資⾦配分機関から⼗分な研究資⾦を得ている各国
トップ研究者との連携を希望する⽇本側研究者チーム

（基本スキーム例︓共同公募（Joint-Call））

事業概要

 我が国は、国際共同研究の相⼿国として、欧⽶等先進国から⾼い期待を向けられている。近年の地政学的変化を受け、この期待はますます⾼まっているところ。
 ⼀⽅、国際共著論⽂数が諸外国と⽐べて相対的に低下、研究者交流の停滞など、現在、世界の国際頭脳循環のネットワークの中に⼊っていない。
 ⼤きな要因として、以下２点がネガティブに連動。
①既存の国際共同研究の枠組みの規模・⽀援期間が⼗分ではなく（”too little, too late”との評価が定着）、欧⽶等先進国が実施する規模の国際共
同研究には対応できていない。

②⽇本⼈研究者の国際科学トップサークルからの脱落、若⼿⼈材の育成機会の損失が⽣じている。

アウトプット(活動⽬標) アウトカム(成果⽬標) インパクト(国⺠・社会への影響)
・世界トップレベルの研究成果の創出
・次世代のトップ研究者の輩出
・国際頭脳循環の推進

・⽇本の相対的な研究⼒低下の傾向に
⻭⽌めをかけ、国際競争⼒を確実に⾼めること
が期待できる。

・国際共同研究の抜本的強化
・若⼿研究者の交流・コネクションの強化
・⽇本⼈研究者の国際科学トップサークルへの参画

【⽀援のスキーム】

補助⾦ 委託基⾦

⽂科省 ⼤学・国⽴研究開発
法⼈等

JST

AMED

※このほか、JSTの基⾦には、内閣官房が進めるグローバル・
スタートアップ・キャンパス構想関連事業に係る66億円を計上。
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